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杉野法広 山口大学・大学院医学系研究科・教授 

田原重志 日本医科大学・医学部・准教授 

西岡宏  虎の門病院・間脳下垂体外科・部長 

井下尚子 独立行政法人東京都健康長寿医療センター・東京都健康長寿センター研究所・病理診断科専

門部長 

 

研究要旨 

 プロラクチン(PRL)分泌異常症 (高 PRL 血症および PRL 分泌低下症)の CQ を各々5 個ずつ定め、研究者全員

の投票により高 PRL血症の 2個の CQ を決定した。また、難病プラットフォームの雛型を用いて、高 PRL 血症

および PRL 分泌低下症のレジストリを作成し、京都大学医の倫理委員会の承認を得た。 

 

Ａ．研究目的 

PRL分泌異常症 (高PRL血症およびPRL分泌低下

症)のCQとレジストリを作成する。 

 

Ｂ．研究方法 

 PRL分泌異常症の研究分担者共にCQを作成し、研

究班全員により1-9点で採点を行い、平均7点以上と

なったものをCQとして採用することとした。また高

PRL血症およびPRL分泌低下症のレジストリを作成

した。 

 

（倫理面への配慮） 

 特記すべきことなし 

 

Ｃ．研究結果 

高PRL血症のCQ候補として1.PRL産生腺腫とその

他の高PRL血症の鑑別において、血中PRL値の測定は

推奨されるか、2. PRL産生腺腫の薬物療法において、

血中PRL値が正常化した場合、薬物療法を中止する

ことは推奨されるか、3. 微小PRL産生腺腫の治療に

おいて、手術治療は推奨されるか、4. 高PRL血症の

治療において、高PRL血症の正常化は予後改善のた

めに推奨されるか、5. PRL産生腺腫の治療において、

妊娠期や授乳期に薬物療法を中止することは推奨

されるか、PRL分泌低下症のCQ候補として1. PRL分

泌低下症を診断することは臨床的に推奨されるか、

2. PRL分泌低下症を診断することは予後評価のた

めに推奨されるか、3. PRL分泌低下症の診断におい

て、TRH負荷試験を施行することは推奨されるか、

4. 産褥期のPRL分泌低下症の患者において、治療す
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ることは推奨されるか、5. 糖脂質代謝異常を合併

したPRL分泌低下症の患者において、治療すること

は糖脂質代謝異常の是正のために推奨されるか、を

作成した。研究班全員により1-9点で採点を行った

ところ、高PRL血症の2.PRL産生腺腫の薬物療法にお

いて、血中PRL値が正常化した場合、薬物療法を中

止することは推奨されるか、5.PRL産生腺腫の治療

において、妊娠期や授乳期に薬物療法を中止するこ

とは推奨されるかがCQとして採用された。また高

PRL血症およびPRL分泌低下症のレジストリを作成

し、京都大学医の倫理委員会の承認を得た。 

 

Ｄ．考察 

高PRL血症およびPRL分泌低下症の最新文献、欧米

の診断基準、当研究班における議論を踏まえ、CQの

決定、レジストリ作成ができたことは、本邦の現状

に即した高PRL血症およびPRL分泌低下症の診断基

準、治療方針作成で役立つと考えられる。 

 

Ｅ．結論 

PRL分泌異常症 (高PRL血症およびPRL分泌低下

症)のCQとレジストリを作成した。 

 

Ｆ．健康危険情報 

該当なし 

 

G. 研究発表 
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シンポジウム）．第 27回日本神経内視鏡学会，

和歌山(現地，Web開催)，2020  
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2. 山王直子、田原重志、大山健一、松野彰、森田

明夫、寺本明 間脳下垂体疾患後の昨日低下

症―長期フォローアップの問題点 第 93回日

本内分泌学会学術総会 2020 浜松 

3. 林令子，玉田大介，奥野陽亮，村田雅彦，向井

康祐，北村哲宏，福原淳範，大月道夫，下村伊

一郎：続発性副腎不全患者におけるグルココ

ルチコイド補充は血中アディポネクチン濃度

を上昇させる．第 93 回内分泌学会学術総会，

Web 開催，2020 

4. 押野悟，齋藤洋一，向井康祐，大月道夫，梅原

徹，木下学，貴島晴彦：神経学的には無症候だ

が内分泌障害を来たす下垂体腺腫．第 93回内

分泌学会学術総会，Web 開催，2020 

5. 今田侑，藤田真吾，宮下和幸，西澤均，小澤純

二，前田法一，大月道夫，松岡孝昭，下村伊一

郎：ヒドロコルチゾン補充により低ナトリウ

ム血症の改善を認めた ADH 抑制不足高齢患者

の一例．第 93 回内分泌学会学術総会，Web 開

催，2020  

6. 竹本有里，早川友朗，三浦慎平，中川智義，向

井康祐，宮下和幸，西澤均，小澤純二，前田法

一，大月道夫，松岡孝昭，押野悟，齋藤洋一，

下村伊一郎：下垂体腺腫との鑑別に難渋した

肥厚性硬膜炎の 1例．第 93 回内分泌学会学術

総会，Web 開催，2020  

7. 川田哲史，向井康祐，石橋千咲，宮下和幸，西

澤均，小澤純二，前田法一大月道夫，松岡孝昭，

下村伊一郎：初期治療に良好な反応性を認め

るも IgE 著明高値が遷延した IgG4 関連下垂体

炎の一例．第 93回内分泌学会学術総会，Web 開

催，2020 

8. 斎藤匠，畑雅久，向井康祐，佐伯絢，宮下和幸，

西澤均，小澤純二，前田法一，大月道夫，松岡

孝昭，下村伊一郎：短期間に二ボルマブで甲状

腺機能異常、下垂体機能低下症、1型糖尿病を

発症した 1例．第 57回日本糖尿病学会近畿地

方会，Web 開催，2020  

9. 大本真由，戸川有里，向井康祐，早川友朗，宮

下和幸，西澤均，小澤純二，前田法一，大月道

夫，松岡孝昭，下村伊一郎：フルニエ壊疽とケ

トーシスを契機に診断された Cushing 病によ

る二次性糖尿病．第 57 回日本糖尿病学会近畿

地方会，Web 開催，2020  

10. 三好陽子，清水千佳子，大月道夫，髙橋裕、依

藤享，位田忍，赤水尚史，大薗恵一：小児・AYA

世代がん患者の内分泌診療における移行期医

療の現状調査．第 21回日本内分泌学会近畿支

部学術集会，Web 開催，2020  

11. 佐々木まゆ奈，向井康祐，河中聡之，大瀬尚子，

仁木暁子，宮下和幸，西澤均，小澤純二，前田

法一，松岡孝昭，大月道夫，下村伊一郎：発症

5 年後に局在診断に至った異所性 ACTH 症候群

の 1 例．第 30 回臨床内分泌代謝 Update，Web

開催，2020  

12. 押野悟，齋藤洋一，木下学，向井康祐，大月道

夫，貴島晴彦：副腎機能低下を合併する非機能

性下垂体腺腫の特徴．第 31 回日本間脳下垂体

腫瘍学会，Web 開催，2021 年 2月 19 日-28 日 

13. 藤井浩平，向井康祐，木下学，大月道夫，押野
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悟，齋藤洋一，下村伊一郎：ランレオチド投与

後の GH・IGF-1 低下と下垂体腫瘍サイズの縮

小に乖離を認めた先端巨大症の 1例．第 31 回

日本間脳下垂体腫瘍学会，Web 開催，2021  

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

   該当なし 

 2. 実用新案登録 

  該当なし 

 3.その他 

   該当なし 

 

 

 

  


